
（別紙３）

～ 　令和　７　年　１　月　３１　日

（対象者数） 1 （回答者数） 1

～ 　令和　７　年　１　月　３１　日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

危険な場所がないか随時点検し安全に遊べ

るように努めたい

2

今後も研究を重ね、効果的な療育に取組ん

でいきたい

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

できるだけ職員の確保を行っていきたい

2

できるだけ職員の確保を行っていきたい

3

○事業所名 　児童発達支援事業所ぱすてる

○保護者評価実施期間
　令和　７　年　１　月　７　日

○保護者評価有効回答数

　令和　７　年　１　月　７　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
　令和　７　年　２　月　５　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

単独で小さな事業所であるため、感染症が

発生した場合に他からの応援が難しい

費用の面もあり難しい所もあるが、従業員

の確保が課題としてある

多くの学校から受け入れを行っているが、

従業員の数にも限りがあり送迎も難しいこ

とがある

学校数を増やしすぎると無理があるので、

その辺りを考慮する必要がある

広い庭があること 広い庭があることで児童が思い切り身体を

動かす活動ができている

充実した療育活動 ワーキングメモリ、ビジョントレーニン

グ、コグトレ、SSTなどの療育活動を個人

に合わせ行っている

また楽しい時間を過ごすためレクリエー

ションも固定化されないよう日々研究して

いる

事業所における自己評価総括表公表


